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科領域l乙於ける機能的疾患である胃下垂症，噴門痘
寧症，胃潰虜，便秘症， 巨大結腸等の疾患に就い
て，内分泌系並びに自律神経系の機能検査と照し合
せ， 脳波を示標にして各疾患の鑑別診断， 手術適 
応，予後判定並びl乙手術侵襲に対する生体反応等の
事項K就いて検討を加えた。その結果，脳波上では
各疾患でも，正常，徐波，速波型等の三つの型K分
けられ，正常型では中枢機能が正常で，徐・速波型
では間脳機能に老化及び不安定型の機能を示した。
さらに叉，脳波学的手段が噴門癌と噴門痘肇症との
鑑別診断lζ良好なる手段と認め，手術適応並びに予
後の問題に関しては，正常・徐波型を示すものは，
予後成績が良いと結論し得た。 
38. プロカインショックの 1症例
海保仁，。森 肇(海宝病院)
症例 21才女子
現症左腰部lζ於ける約驚卵大の躍。切開すべく 
0.5%塩酸プロカインの局麻を行い総量約 90cc使
用せる時，患者は胸内苦悶，呼吸困難， 口居チアノ
ーゼ等のショック症状を呈す。直ちにアトロピン，
ネオシネジン，十分な強心剤，糖加リンゲ、ルの点滴
等を行い幸いに一命を救う事を得た。患者は其の後
皮内反応により強陽性でした。
考按 プロカインの毒性は其の量よりも其の濃度
に比例し，例えば 2%10 ccは 1% 40~60 cc，0.5% 
80--100 cc ~r.等しい毒力を有すると云われている。
本邦i乙於けるプロカインアレノレギー叉は中毒症状
を起した例を文献より見るに年令では若年者に多
く，手術名では肩摘が圧倒的に多く，叉高濃度のプ
Jロカインを使用せるものに多く，症状では痘寧，顔
面蒼白，呼吸困難等が主となっており，剖検例では
胸腺淋巴体質者が多くを占めている。アレルギ一対
策としては米国学派では皮内反応を推奨している。
結論
1) 私は最近プロカインに依ると思われるショッ
クの 1例を経験し幸い応急処置により生命を救う事
を得た。 
2) プロカインショックの文献的考察を試みその
対策について検討を加えた。 
39. 胃切除後再開腹症例の検討 
石田克久，。野本昌三(佐伯病院) 
佐伯病院に於ける最近 2年 4カ月間の胃切除患者
1391例中，再開腹患者 32例 (2.3%)であり，其の
内術後消化性潰蕩l乙依るもの 15例， 胃癌再発によ
るもの 5例， 通過障碍其他lζ依るもの 12例で， 通
過障碍其他による 12例に就て検討した。
12例中 10例は通過障碍であり， 更に其内 9例は
癒着による(猶 6例は吻合部癒着， 3例は其他の癒
着である)。通過障碍の中 1例は腸販頓症で横行結
腸間膜に生じた裂孔Iζ小腸が鼠入絞拒された稀れな
症例である(全イレウスの約 0.19%K当る〉。
他吻合部縫合不全による穿孔 1例，十二指腸断端
の過縫合(?)による閉塞性黄痘の 1例について報
告し検討を加えた。 
40. WTTCが有効と思われた 1症例について
石崎省吾，井原秀博，木下祐宏
。大和田操(上都賀病院)
はとむぎ
藤癌
ふじ
，詞子，菱
みらぽらんひし
，慧 m仁の生薬混合物である 
WTTCの抗癌作用l乙就ては鍋谷，中山等によって
報告があり， Ehrlich腹水癌マウス，及び消化管癌
患者lζ使用して或る程度の効果が認められていた
が，私達は乳癌術後再発患者に使用して経口投与後
約 1ヵ月頃より腫癌の変色(暗赤色となり 1，2週
間で黒褐色となる)及び萎縮(小指頭大のものが半
米粒大叉は消失)がみられ， しかもかかる変化の経
過をとる腫癌が増加しつつあり，病理組織学的には
謬原線維が増加し，癌細胞の圧排像が認められた。 
この症例に於てはホルモン療法，卵巣別出等の抗癌
的治療は一切行っていないもので， 単~r. WTTC 
の連続経口投与のみなので， WTTCの抗癌作用
によるものと思われる。従来の WTTC抗癌効果 
は臨床例K於ては， 非投与例との比較的延命効果
のみであったが， 本症例は肉眼的病理組織学的確
証を得た点に於て興味ある症例と思う。尚今後の
経過についても引き続き検討し報告いたしたいと思
う。 
41. 当院に於ける癌患者の実態と癌検診の意義

について

二宮ー，和田嘉人，。牧野耕治
(県立佐原病院外科)
千葉県では昨年8月より癌啓蒙運動を起し癌相談
癌検診を実施している。
ζれにかんがみ我々は県立病院としてこれに協力
すべく当院に於ける癌患者の実態と， 1年間の癌検 
診の成果について検討した。
